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 その中でもモーリス・ラヴェル Maurice Ravel（1875~1937）作曲の《博物誌 Histoires naturelles》
（1906） は、独自の話すような旋律によって自然なフランス語の流れが実現されており、フラン
ス語本来の魅力を感じる大変興味深い作品である。 
 《博物誌》は、ジュール・ルナール Jules Renard （1864~1910）の同名の散文詩集から〈孔雀 Le 














1 Maurice Ravel, Lettres, écrits, entretiens (Paris : Flammarion, 1989), p. 45. « Le langage direct et clair, la poésie profonde 
et cachée des pièces de Jules Renard me sollicitaient depuis longtemps. » 
2 Johnson Graham and Richard Stokes, A french song companion (New York : Oxford University Press, 2002), p. 404. 
3 Vincent Vivès, Histoire et poétique de la mélodie française (Paris：CNRS, 2000), p. 182. « Le bourgeois imbu de lui-même 
(le paon) » 
4 Vincent Vivès, Histoire et poétique de la mélodie française (Paris：CNRS, 2000), p. 182. « l’aristocrate bête comme une 
oie (le cygne) » 
5 Michel Faure et Vincent Vivès, Histoire et poétique de la mélodie française (Paris：CNRS, 2000), p. 182. 
6 「ロマンス romance」という語は,フランスでは 18 世紀前半に,いにしえの恋愛や情事を語る有節詩の名称とし
て⽤いられた．［…］こうした詩に曲をつけたロマンスと題する歌が,18 世紀中頃から現れ始めた。（Roger Hickmann
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Cincinnati, University Microfilms International, 2006 
−−Elden Stuart Little, “Discrepancies and consistencies among autograph manuscripts and Durand editions 
of Maurice Ravel's songs”, D.M.A. treatise, University of Texas at Austin, 1999 
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−−フランソワ・ル・ルー、（François Le Roux）、ロマン・レイナルディ（Romain Raynaldy）『フ
ランス歌曲の珠玉 : 深い理解と演奏のために』美山節子, 山田兼士 訳、春秋社、2009年。 
 
 またラヴェルの死の翌年刊行されたフランスの音楽雑誌 La Revue musicale のラヴェル追悼特
別号8では、多くのラヴェル作品の初演を行った歌手ジャヌ・バトリ Jane Bathori（1877~1970）や
 
8 Roland Manuel, La Revue musicale ( Numéro spécial de la Revue musicale : Hommage à Maurice Ravel), n°19, (Paris : 




























 ラヴェルの独唱の歌曲作品は、ピアノ、オーケストラ、室内楽伴奏、全てを含め 47 曲存在する。
その内１曲はヴォカリーズ《Vocalise-étude en forme de habanera ハバネラの形をしたヴォカリー
ズ・エチュード》であるがその他の 46 曲の詩人を見てみると、他の多くのフランス歌曲の作曲家
が曲をつけたヴィクトル・ユゴー Victor Hugo（1802~1885）やテオフィル・ゴーティエ Théophile 
Gautier（1811~1872）などのロマン派の詩人、後期ロマン派のシャルル・ボードレール Charles 
Baudelaire（1821~1867）、高踏派のテオドール・ドゥ・バンヴィル Théodore de Banville（1823~1891）
などには作曲していないことがわかる。ポール・ヴェルレーヌ Paule Verlaine（1844~1896）や、
ステファヌ・マラルメ Stéphane Mallarmé（1952~1898）、ルコント・ドゥ・リル Leconte de Lisle




 また同じ詩人に何作品も作曲することはなく、多くてもヴェルレーヌ 2 曲、マラルメ４曲（内
３曲は一つの歌曲集）のように、ガブリエル・フォーレ Gabriel Fauré（1845~1924）やクロード・
ドビュッシー Claude Debussy （1862~1918）のように同じ詩人に好んで多くの曲をつけることは




表１−１ ラヴェルが曲をつけた詩人 15 人と民謡 
 
















ギリシャ民謡                  
スペイン民謡                 
フランス民謡          
イタリア民謡                  
ヘブライ民謡          
スコットランド民謡       
           
Léon-Paul Fargue（1878~1947）   
Paul Gravollet（1863~1936）    
Tristan Klingsor（1874~1966）     
Leconte de Lisle（1818~1894）   
Stéphane Mallarmé（1842~1898）   
Clément Marot（1496~1544）      
Roland de Marès（1874~1955）    
Paul Morand（1888~1976）     
Évariste de Parny（1753~1814）   
Maurice Ravel（1875~1937）          
Henri de Régnier（1864~1939）   
Jules Renard（1864~1910）        
Pierre de Ronsard（1524~1585）  











































《愛に殉じた女王のバラード Ballade de la reine morte d'aimer》 1893年 
① ローラン・ドゥ・マレ Roland de Marès（1874~1955） ② 韻文 ③ 有節形式 
ベルギーの無名の作家・ジャーナリスト、ローラン・ドゥ・マレによる詩。 
８音節４行の４詩節からなる。脚韻は abab, cdcd, efef, ghgh の交韻。曲は aa’ba”の有節形式。 
 
《暗く果てない眠り Un grand sommeil noir》 1895年 
① ポール・ヴェルレーヌ Paul Verlaine（1844~1896） ② 韻文 ③ 通作形式 
５音節４行の３詩節からなる。脚韻は abab, cdcd, efef の交韻。 
 
《聖女 Sainte》 1896年 
① ステファヌ・マラルメ Stéphane Mallarmé（1842~1898） ② 韻文 ③ 通作形式 
８音節４行の４詩節からなる。脚韻は abab, cdcd, efef, ghgh の交韻。 
  
 




《紡ぎ車の歌 Chanson du rouet》 1898年 
① ルコント・ドゥ・リル Leconte de Lisle（1818~1894） ② 韻文 ③ 有節形式 
10 音節６行の３詩節からなる。脚韻は ababba, acacca, adadda という形をとっている。 
 
《こんなに打ち沈んで！ Si Morne! 》 1898年 
① エミール・ヴェルハーレン Émile Verhaeren（1855~1916） ② 韻文 ③ 通作形式 
ベルギー象徴派エミール・ヴェルハーレンによる詩。 
ほとんどの行が 12 音節のアレクサンドラン11であるが１詩節目１行目だけが８音節となっている。
各詩節２行の９詩節からなる。脚韻は aa, bb, cc, …..と続く平韻。 
 
《クレマン・マロの二つのエピグラム Deux Épigrammes de Clément Marot》 
１.〈僕に雪を投げたアンヌのこと D'Anne qui me jecta de la neige〉 1896年  
２.〈スピネットを弾くアンヌのこと D'Anne jouant l'espinette〉 1899年 
① クレマン・マロ Clément Marot（1496~1544） ② 韻文 ③ 通作形式 
ルネサンス期のフランスの詩人クレマン・マロによる詩。 
第１曲〈僕に雪を投げたアンヌのこと〉は 10音節 10行の大きな１詩節からなる。脚韻は ababbccdcd
となっており交韻と平韻が置かれている。 
第２曲〈スピネットを弾くアンヌのこと〉は 10 音節８行の大きな 1 詩節からなる。脚韻は ababbcbc
となっており交韻と平韻が置かれている。 
 
《花の外套Manteau des fleurs》 1903年 
① ポール・グラヴォレ Paul Gravollet（1863~1936） ② 散文 ③ 通作形式 
フランスの詩人・劇作家ポール・グラヴォレの詩による。ラヴェルの歌曲のなかで初めての散文









《シェエラザード Shéhérazade》 1903年 
１.〈アジア Asie〉  ２.〈魔法の笛 Flûte enchantée〉  ３.〈つれない人 L'Indifférent〉 





《おもちゃの降誕祭 Noël des jouets》1905年 
① モーリス・ラヴェル Maurice Ravel （1875~1937） ② 韻文 ③ 通節形式 
ラヴェル自身の詩による。各行８音節の 20 行の大きい１詩節からなる。脚韻は abba, cddc, effe, …
の抱擁韻。ただし最終行は９音節となっており、この最終行の単語末 Noël と抱擁韻を形成する最
後から４行目の単語末 vermail は似てはいるが同じ発音ではなく韻を踏んでいるとは言えない。 
 
《五つのギリシャ民謡 Cinq mélodies populaires grecques》 1904~1906年 
本来は８曲であったが、３曲は紛失。 
１.〈花嫁の歌 Chanson de la mariée〉  
２.〈あちらの教会の方へ Là-bas, vers l'église〉  
３.〈どんなだて男が僕に匹敵するのか Quel galant m'est comparable〉 
４.〈乳香を摘む女たちの歌 Chanson des cueilleuses de lentisques〉  
５.〈全く愉快だ Tout gai!〉 
① ギリシャ民謡 ② 散文 ③有節形式 




《博物誌 Histoires naturelles》1906年 
１.〈孔雀 Le Paon〉  
２.〈こおろぎ Le Grillon〉  
３.〈白鳥 Le Cygne〉  
４.〈かわせみ Le Martin-Pêcheur〉  
５.〈ほろほろ鳥 La Pintade〉 
① ジュール・ルナール Jules Renard（1864~1910） ② 散文 ③ 通作形式 
フランスの小説家、詩人ルナールによる散文詩。 
 
《大風が海の彼方から Grands vents venus d'outre-mer》1906年 
① アンリ・ドゥ・レニエ Henri de Régnier （1864~1939） ② 韻文（変則的）③ 通作形式 
フランスの象徴派の詩人レニエの詩による。 
各詩節３行（４詩節目のみ２行）４詩節からなり、音節数は順に１詩節目１行目から順に８８８、
９８８、９８８、８８音節となっている。それぞれの詩節内で同じ韻が踏まれ aaa, bbb, ccc, dd と
いう脚韻の形になっている。 
 
《草の上で Sur l'herbe》1907年 
①  ポール・ヴェルレーヌ Paul Verlaine（1844~1896） ② 韻⽂ ③ 通作形式 
８音節４行の３詩節からなる。abab, cdcd,efef の交韻である。 
 




①  ギリシャ⺠謡 ② 原詩は韻⽂的、仏訳は散⽂ ③ 通作形式 
楽譜にはギリシャ語の原詩とカルヴォコレッシによる仏訳のテキストの両方が書かれている。原





《民謡集 Chants populaires》 1910年（５.〈スコットランドの歌 Chanson écossaise〉のみ 1909年） 
１.〈スペインの歌 Chanson espagnole〉 







la…と続く。脚韻は abba, cddc の抱擁韻であり、韻文といえる。  
 
２.〈フランスの歌 Chanson française〉 
① フランス民謡（リムーザン語） ② 原詩・仏訳共に韻文（変則的） ③ 有節形式 
楽譜にはリムーザン語と通常のフランス語の両方が書かれている。 
原詩は各詩節６行の２詩節からなり、大体の音節数は８、７、２音節で揃っている。１詩節目１
行目だけが９音節。各詩節３、６行目のテキストは Lan la !となっており、また全 12 行中 10 行
が[a]の母音で終わっているため、詩全体を通した脚韻の効果が見られ韻文の傾向があるといえる。 
通常のフランス語も各詩節６行の２詩節からなり、大体１行の音節数が９、６、２音節で揃って




３.〈イタリアの歌 Chanson italienne〉 








４.〈ヘブライの歌 Chanson hébraïque〉 







同じテキストの繰り返しで、４行目はすべて père mien という言葉で終わっており詩節を超えて
脚韻が踏まれている。音節数の点で原詩より韻文の効果がみられる。 
 
５.〈スコットランドの歌 Chanson ecossaise〉 










《ステファヌ・マラルメの三つの歌 Trois poèmes de Stéphane Mallarmé》1913年 
１.〈ため息 Soupir〉  
２.〈あだな願い Placet futile〉  
３.〈ガラスのツボの臀部から一息に飛び出て Surgi de la croupe et du bond〉 
① ステファヌ・マラルメ Stéphane Mallarmé （1842~1898） ② 韻文 ③ 通作形式 
１.〈ため息〉はアレクサンドラン（12 音節）10 行の大きい１詩節から成る。脚韻は aa,bb,cc…の
平韻。 
２.〈あだな願い〉はアレクサンドラン（12 音節）の１詩節目から順に４、４、３、３行の４詩節
（ソネ）からなる。２詩節までは abab,abab の交韻。３、４詩節は ccd,eed となっており、平韻と
詩節を超えた交韻が組み合わされている。 
３.〈ガラスのツボの臀部から一息に飛び出て〉は各行８音節、１詩節目から順に４、４、３、３
行の４詩節（ソネ）からなる。2 詩節までは abba,abba の交韻。３、４詩節は ccd,ede となってお
り、少し変則的な脚韻の形をしているといえる。 
 
《二つのヘブライの歌 Deux mélodies hébraïques》 1914年 
１.〈カディッシュ Kaddisch〉 
① ヘブライ民謡（アラム語） ② 原詩、仏訳共に散文 ③ 通作形式 
楽譜にはアラム語の原詩とフランス語訳詩の両方が書かれている。 
原詩は 27 行、フランス語訳は 30 行からなっており、原詩と訳詩の間で行数、音節数の統一はな
い。原詩では途中７行連続で同じ語頭の単語（Weyith〜）が続き頭韻のような効果が感じられる。




２.〈永遠の謎 L'énigme éternell〉 
① ヘブライ民謡（イディッシュ語） ② 原詩、仏訳共に韻文に近い ③ 有節形式 
楽譜にはイディッシュ語の原詩とフランス語訳詩の両方が書かれている。 
 17 
原詩は６行からなり偶数行のテキストは Tra la la la …となっている。奇数行の音節数は順に８、
３、８音節である。フランス語訳も６行からなり、偶数行のテキストは Tra la la la …となってい




《三つの歌 Trois chansons》1914~1915年 
１.〈ニコレット Nicolette〉 




２.〈３羽の美しい極楽鳥 Trois beaux oiseaux du paradis〉 








① モーリス・ラヴェル Maurice Ravel （1875~1937） ② 散文 ③ 有節形式 
三つの段落に分けることができ、それぞれ Les vieilles（おばあさん達）、Les vieux（おじいさん






多く（そのほとんどが Des）、また４詩節目では Plus で始まる行が 3 行あり、頭韻の効果がみら
れる。 
 
《ロンサールおのが魂に寄せて Ronsard à son âme》1924年 
① ピエール・ドゥ・ロンサール Pierre de Ronsard（1524~1585） ② 韻文 ③ 通作形式 
ルネサンス期の詩人ロンサールの詩による。８音節 12 行からなる。脚韻は全体を通して、
aabaabbcbcbc となっており、[ɛ-tə] [ɔr][y-nə]の三つの発音が使われている。 
 
《マダガスカル人の歌 Chansons madécasses》 1925~1926年 
１.〈ナアンドーヴよ Nahandove〉 ２.〈アウア Aoua〉 ３.〈甘美なこと Il est doux〉 




① レオン・ポール・ファルグ Léon-Paul Fargue （1878~1947） ② 韻文 ③ 通作形式 
ラヴェルの友人ファルグによる詩。４音節４行の４詩節からなる。脚韻は交韻である。 
 
《ドゥルシネアに心を寄せるドン・キホーテ Don quichotte à Dulcinée》 1932~1933年 
１.〈ロマネスクな歌 Chanson Romanesque〉 




２.〈叙事的な歌 Chanson épique〉 
① ポール・モラン Paul Morand（1888~1976） ② 韻文的 ③ 通作形式 
 19 
１詩節目から順に７、５、５行の 3 詩節からからなる。ほぼ 10 音節、８音節、２音節で構成され
ている。平韻、交韻、抱擁韻が点在する。規則的ではないが韻文的といえる。 
３.〈酒の歌 Chanson à boire〉 



















































12 Tristan Klingsor, “Maurice Ravel et le vers libre,” La Revue musicale ( Numéro spécial de la Revue musicale : Hommage 
à Maurice Ravel), n°19, Decenbre (1938) : p. [122]314-[123]315. « Or il fait autre chose encore sur quoi je ne peux manquer 
d’attirer l’attention : il rythme admirablement le vers, parce qu’il rythme en musicien. Il n’a cure de la monotonie fastidieuse 

























dessins mélodiques. Il emploie naturellement le vers libre, sans théorie et simplement parce que cela convient mieux à son 
désir. […] Car je parle toujours rythme, et il se trouve que le rythme musical est ici calqué sur le rythme poétique. […] Car 
c’est folie de penser que le peuple a besoin du ronron monotone et mortel du vers syllabique. Il lui faut des rythmes bien 
marqués, mais divers. Ce qui lui plaît, c’est la chanson, c’est La Fontaine. L’équilibre mathématiqu mathématique l’endort. 
Parce que sans diversité. C’est une géométrie morte. De tout temps il en fut ainsi. Au commencement, pourrait-on dire, et 
bien avant le verbe, était le rythme. Chez tous les primitifs, vous le rencontrerez d’une infinie complexité. Mise en ordre 
certes, mais en ordre d’une richesse et d’un raffinement prestigieux.» 
13 ピエール・ベルナック『フランス歌曲の演奏と解釈』林田きみ子訳、東京：音楽之友社、1987 年, 228 頁。 
14 Arbie Orenstein, Ravel : Man and Musician (New York : Dover Publications, 1991), p 156-157. 






















 また《ペレアスとメリザンド》や《ビリティスの歌 Trois Chansons de Bilitis》（1897~1898）な
どの散文への作曲を行ったドビュッシーは歌曲を作曲する際の詩の選択についてのインタビュー
 
16 Maurice Ravel, Lettres, écrits, entretiens (Paris : Flammarion, 1989), p. 293-294. « Il me semble que, pour des choses 
vraiment éprouvées et senties, le vers libre est préférable au vers régulier. Celui-ci pourtant peut permettre de fort belles 
choses, à condition que le compositeur veuille s’effacer entièrement derrière le poète et consente à suivre ses rythmes pas à 
pas, cadence par cadence, sans jamais déplacer un accent ni même une inflexion. […] La prose est quelquefois très agréable à 
mettre en musique et il est des circonstances où elle est merveilleusement appropriée au sujet. Ainsi, j’ai pris plusieurs des 
Histoires Naturelles de Jules Renard ; c’est délicat, rythmé, mais rythmé tout autrement que les vers classiques.» 





















   
 
18 Claude Debussy, Monsieur Croche (Paris：Gallimard, 1987), p. 207. 
19 Charles Baudelaire, Œuvres complètes, tome 1 (Paris：Gallimard,1954), p. 281. « Quel est celui de nous qui n'a pas, dans 
ses jours d'ambition, rêvé le miracle d'une prose poétique, musicale sans rythme et sans rime, assez souple et assez heurtée pour 































１. 強さアクセント Accent d’intensité（accent tonique） 
孤立した語では最後の音節にある。文のアクセントは律動要素（élément rythmique）
の終わりにある。したがって語強勢は文強勢に歩を譲る。 
２. ⾼さアクセント Accent de hauteur（accent musical） 
孤立した語では終りから２或は３番目の音節にあたる。 






21 杉⼭、同書、29 ⾴。 


















24 杉⼭、前掲書、14 ⾴。 






で一つの文を構成する。例えば Ce garçon vit à Paris （この少年はパリに住んでいる）という文は
以下の縦線で区切ったように二つのリズムグループに分けられる。 
 
Ce garçon｜vit à Paris 
 






      韻律段落（リズムグループのこと）は一息に発音される語群のことをいい、その   
     区切りは絶対的なものではなく、ゆっくりと発音するときには区切りが多くなり、早   









26 Jean-Claude Milner et François Regnault, op.cit., p.29. 
27 髭郁彦、川島浩⼀郎、渡邊淳也『フランス語学概論』東京：駿河台出版、2010 年、67 ⾴。 
28 同書、67 ⾴。  
29 杉⼭、前掲書、17 ⾴。 
 28 
 そしてアクセントはリズムグループの末尾の音節に置かれる。この法則は多くの研究者が認め






























 ・古典的アレクサンドラン（１行 12 音節の詩句）であれば、半句末（6 音節目）と句末の脚韻
部分に強勢音が存在し、そのほかに位置の変わる二つの強勢音があり、それらは各半句内の
1～４音節目のどこかに置かれる。 




31 杉⼭、前掲書、122 ⾴。 
32 杉⼭正樹「フランス語詩句のリズムについての歴史的考察（４）-中世紀の 10音節詩句と古典的アレクサンド

















33 本論文 22頁参照。 
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34 Jean-Claude Milner et François Regnault,op.cit. 
35 本論⽂ 20 ⾴参照。 
 32 
 特別に son（彼の）という語を強調したい場合を除き、son には本来アクセントが置かれること

















 また《博物誌》では、単語末の無音の e の母音は、日常的なフランス語と同じように発音しな
い場合と、伝統的な詩やフランス歌曲のように［ə］と発音する場合がある。（このことについて
は本章第６節、３章で詳しく述べる）テキスト上で発音しない e には網掛けで示した。また、ア
ンシェヌマンにより次の語頭の母音と繋がり発音しない e もあるが、その該当箇所は下線で示す。 
 
 33 
例 il se promè|ne avec une allure｜de prince indien｜ 







られる。一例えば第３曲〈白鳥〉冒頭は以下のように glisse の se の前でリズムグループの切れ目
が置かれ、二つのリズムグループとなる。 
 
Il glis|se sur le bassin, 
［il glis | sə syr lə basɛ］̃ 
 







孔雀 Le Paon  
１   Il va sûrement｜se marier｜aujourd’hui.｜ 
      ４    ４     ３ 
２   Ce devait être｜pour hier.｜En habit de gala,｜il était prêt.｜ 
        ４     ３           ６            ４ 
３ Il n’attendait que sa fiancée.｜Elle n’est pas venue.｜Elle ne peut tarder.｜ 
             ８               ５                ５ 
４   Glorieux,｜il se promè|ne avec une allure｜de prince indien｜et porte｜sur lui｜les riches｜ 
       ２         ４           ５              ４         ２     ２      ２ 
５ présents d’usage.｜  
        ４ 
６ L’amour avive｜l’éclat｜de ses couleurs｜et son aigrette tremble｜comme une lyre.｜ 
     ４        ２         ４              ６                ４ 
７   La fiancée｜n’arrive pas.｜ 
        ３         ３ 
８   Il mon|te au haut du toit｜et regarde｜du côté｜du soleil.｜Il jette｜son cri diabolique :｜ 
       ２         ４          ３      ３       ３      ２           ５ 
９   Léon !｜Léon !｜ 
     ２      ２ 
10   C’est ainsi｜qu’il appelle sa fiancée.｜Il ne voit rien venir｜et personne｜ne répond.｜ 
         ３             ６                 ６             ３         ３      
11 Les volailles｜habituées ne lèvent｜même point la tête.｜ 
        ３            ５               ４ 
12 Elles sont lasses｜de l’admirer.｜ 
          ３          ４  
13 Il redescend｜dans la cour,｜si sûr d’être beau｜qu’il est incapable｜de rancune.｜ 
       ４          ３           ４               ５           ３ 
14   Son mariage｜sera pour demain.｜ 
       ４             ５ 
15   Et,｜ne sachant que faire｜du reste｜de la journée,｜il se dirige｜vers le perron.｜ 
     １         ５            ２        ４          ４          ４ 
16 Il gravit les marches,｜comme des marches｜de temp|le, d’un pas officiel.｜ 
           ５                ３           ２          ６ 
17   Il relè|ve sa robe à queue｜toute lourde des yeux｜qui n’ont pu se détacher d’elle.｜ 
       ３        ５                 ４                     ８ 
18   Il répè|te encore une fois｜la cérémonie.｜ 














 また、文の切れ目を挟んだ連続も入れると、10 行目終盤から 11 行目頭にかけて３音節のリズ









こおろぎ Le Grillon 
１    C’est l’heure｜où,｜las d’errer,｜l’insecte nèg|re revient｜de promena|de et répa|re avec soin｜ 
          ２      １     ３           ４       ３         ４      ３       ３      
２ le désordre｜de son domaine.｜ 
     ３          ４  
３   D’abord｜il ratisse｜ses étroites｜allées de sable.｜  
       ２      ３        ３          ４ 
４   Il fait du bran de scie｜qu’il écar|te au seuil de sa retraite.｜  
             ６            ３             ６ 
５   Il lime｜la racine｜de cette grande herbe｜propre à le harceler.｜  
    ２      ３            ４                ６ 
６   Il se repose.｜   
        ４ 
７   Puis il remonte｜sa minuscule | montre.｜   
         ４            ４       ２ 
８   A-t-il fini ?｜Est-elle cassée ?｜Il se repose encore un peu.｜ 
       ４           ４                 ８ 
９   Il rentre chez lui｜et ferme | sa porte.｜ 
          ５          ２      ２       
10   Longtemps｜il tourne sa cléf｜dans la serrure｜délicate.   
         ２          ５            ４         ３  
11   Et il écoute :｜  
         ４   
12   Point d’alarme dehors.｜   
             ６  
13   Mais il ne se trouve pas｜en sûreté.｜   
               ６            ３  
14   Et comme｜par une chaînette dont la poulie grince,｜il descend｜jusqu’au fond｜de la terre.   
         ２                  ９                     ３          ３     ３ 
15   On n’entend plus rien.｜  
             ５   
16   Dans la campagne｜muette,｜ 
             ４         ２ 
17  les peupliers｜se dressent comme des doigts en l’air｜et désignent la lune.｜    










 また、文単位でみると４、５行目はどちらも 15 音節の文である。 
 この曲でも同じ音節数のリズムグループや文の繰り返しによるリズムが表されている。 






白鳥 Le Cygne 
１   Il glis|se sur le bassin, | comme un traîneau blanc, | de nua|ge en nuage. | 
     ２       ５                ５              ３      ３  
２ Car il n’a faim | que des nuages | floconneux | qu’il voit naître, | bouger, | et se per|dre dans l’eau. | 
     ４           ４          ３          ３         ２      ３       ３ 
３ C’est l’un | d’eux qu’il désire. |  
    ２          ５  
４ Il le vi|se du bec, | et il plonge | tout à coup | son col | vêtu de neige. |  
   ３     ３       ３         ３      ２         ５ 
５   Puis, | tel un bras de femme | sort d’une manche, | il le retire. |   
    １          ５          ３           ４  
６   Il n’a rien. |    
       ３ 
７   Il regarde : | les nua|ges effarouchés | ont disparu. | 
        ３       ３         ４         ４ 
８   Il ne reste qu’un instant | désabusé, | car les nuages | tardent peu | à revenir, | et,| là-bas, |  
         ７            ４        ５         ３       ４     １   ２       
９ où meurent | les ondulations de l’eau, | en voici un | qui se reforme. |    
    ２             ７              ４          ４ 
10    Doucement, | sur son léger coussin | de plumes, | le cygne ra|me et s’approche…| 
        ３             ６            ２          ４          ３ 
11    Il s’épui|se à pêcher de vains reflets, | et peut-être | qu’il mourra, | victime | de cette illusion, |  
        ３              ７             ３         ３         ２       ５ 
12  avant d’attraper | un seul morceau de nuage. | 
         ５              ７ 
13    Mais qu’est-ce que je dis ? |     
              ４ 
14    Chaque fois | qu’il plon|ge, il fouille du bec | la vase | nourrissan|te et ramè|ne un ver. | 
        ２         ２             ５       ２       ３        ３      ２ 
15    Il engraisse | comme une oie. |   
          ３     ３ 










 14 行目では２音節のリズムグループの２連続がみられる。 
 このようにこの曲でも単位は様々であるが、同じ音節数の繰り返しによるリズムがみられる。 
         
 40 
かわせみ Le Martin-Pêcheur 
１   Ça n’a pas mordu, | ce soir, | mais je rappor|te une ra|re émotion. |   
          ５          ２          ４        ２      ３ 
２   Comme je tenais ma perche | de ligne | tendue, | un martin-pêcheur | est venu | s’y poser. |  
        ６              ２      ２         ５          ３       ３   
３   Nous n’avons pas d’oiseau plus éclatant. |    
                10 
４   Il semblait une grosse | fleur bleue | au bout d’une longue tige. | La perche | pliait sous le poids. |  
            ６            ２             ６              ２            ５    
５ Je ne respirais plus, | tout fier d’être pris pour un arbre | par un martin-pêcheur. |  
          ６                    ７                    ６      
６   Et je suis sûr qu’il ne s’est pas | envolé | de peur, | mais qu’il a cru | qu’il ne faisait | 
                ８              ３     ２         ４           ４        
７ que passer d’une branche à une autre. |   











           Et je suis sûr | qu’il ne s’est pas | envolé | de peur, | 










          Et je suis sûr qu’il ne s’est pas | envolé | de peur, |  
                   ８              ３     ２   
 他の長いリズムグループでも同じことがいえるが、この曲の雰囲気や情景に合わせているので
はないかと考えられる。他の４曲がユーモアや、皮肉めいた内容を含んでいるのに対し、唯一こ
の曲は美しい鳥に出会った感動を静かに淡々と語っている。強弱も ppp から p までしか指示され
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ほろほろ鳥 La Pintade 
１   C’est la bossue | de ma cour. | Elle ne rêve | que plaies | à cause | de sa bosse. |  
         ４           ３        ３        ２       ２       ３      
２ Les poules | ne lui disent rien : | brusquement, | elle se précipi|te et les harcèle. |  
        ２         ４            ３             ５         ４  
３   Puis elle baisse | sa tête, | penche le corps, | et, | de toute la vitesse | de ses pattes maigres, |  
          ３        ２        ３       １        ６               ５ 
４ elle court | frapper, | de son bec dur, | juste au centre | de la roue | d’une dinde. | 
     ２      ２        ４            ３         ３         ３ 
５   Cette poseuse | l’agaçait. |  
         ３        ３    
６   Ainsi, | la tête bleuie, | ses barbillons | à vif, | cocardière, | elle ra|ge du matin au soir. |   
      ２      ５           ４       ２      ３      ２        ６ 
７ Elle se bat sans motif, | peut être | parce qu’elle s’imagine | toujours | qu’on se moque | de sa taille, |  
          ６            ２             ５           ２         ３          ３ 
８ de son crâne chau|ve et de sa queue basse. |   
          ５             ６     
９   Et elle ne cesse | de jeter un cri | discordant | qui perce l’air | comme une pointe. | 
          ４           ５        ３          ４            ３ 
10    Parfois | elle quitte la cour | et disparaît. |    
      ２          ５          ４   
11  Elle lais|se aux volailles | pacifiques | un moment de répit. |   
      ２        ３        ３           ６    
12  Mais elle revient | plus turbulen|te et plus criarde. |   
         ５             ４          ５   
13  Et, | frénétique, | elle se vautre | par terre. |    
    １      ３        ３        ２ 
14    Qu’a-t-elle donc ? |   
             ３   
15    La sournoise | fait une farce. |  
           ３         ３    
16    Elle est allée pondre | son œuf | à la campagne. |  
              ５          ２        ４   
17    Je peux | le chercher si ça m’amuse. | 
        ２            ７      
18    Et, | elle se roule | dans la poussière, | comme une bossue. |    
      １     ３           ４              ４ 
 
  




































 例えば、第５曲〈ほろほろ鳥 La Pintade〉でほろほろ鳥が気に食わない七面鳥に向かって突撃す
る場面、テキストは次の通りである。 
 
Puis elle baisse sa tête, penche le corps, et, de toute la vitesse de ses pattes maigres, elle court  





36 本論⽂ 30 ⾴参照。 
37 高浜保「フランス詩朗読法−ヴェルレーヌの『空は屋根の上に』を題材に−」、『長崎県立国際経済大学論集』






譜例１段目« Puis elle baisse sa tête, penche le corps, » （彼女は頭を下げ、体を斜めにし）では、
上行する旋律とともに緊張感を高めながら狙いを定め、２段目の« et, de toute la Vitesse »からは、
16分音符を連続して用い言葉のスピード感を早めている。徐々に上行する音型とせきたてるよう

















































































 例えば、以下は第１曲〈孔雀〉の一部であるが、１行目 25 音節、２行目 19 音節の長い二つの
文章が続いた後、急に６音節の短い一文が置かれている。そして次の 15 音節の文へと続く。 
 
Glorieux, il se promène avec une allure de prince indien et porte sur lui les riches présents d’usage. 
L’amour avive l’éclat de ses couleurs et son aigrette tremble comme une lyre. 
（輝かしく、彼はインドの王子のように歩き回り、慣習通り、自分の体に立派な贈り物を
身につけている。愛は彼の輝く色味を鮮やかにし、彼の冠羽は竪琴のように震える。） 
La fiancée n’arrive pas. （婚約者はやって来ない。） 





内容である。自信満々に花嫁を待つ孔雀の長い描写の後に、« La fiancée n’arrive pas. »（婚約者は
やって来ない。）という比較的短い一言が滑稽さを作り出している。 











ている。この La fiancée n’arrive pas.（婚約者はやって来ない。）という文の短さと内容が際立つ作
曲がなされていると考えられる。このような効果を持つ短い文は第４曲〈かわせみ〉以外の曲で


















































































 以下は第３曲〈Le Cygne〉の一文である。 
 
Car il n’a faim que des nuages floconneux qu’il voit naître, bouger, et se perdre dans l’eau. 
（なぜなら彼は水の中で生まれ、動き、そして消えゆく綿雲にしか食欲を感じないから。） 
 




































 以下の１曲目〈孔雀〉の一文では、文頭の Et の後に「, 」が置かれ、場面を切り替えるような
効果がある。 
 
Et, ne sachant que faire du reste de la journée, il se dirige vers le perron. 
（訳：そして、今日の残り時間何をすれば良いか分からず、玄関の階段へ向かう。） 
 






























 例えば ヴェルレーヌの有名な詩「月の光 （Clair de lune）」は以下の句から始まる。 
 
Votre âme est un paysage choisi, 41 
 
 
 この句は詩の法則では paysage の語末の無音の e は［ə］と発音され、 
 
 
［vɔ-trɑ -mɛ tœ̃ pɛ-i-za-ʒə ʃwa-zi］ 
                               1  2  3  4  5 6 7  8  9 10 
 
と発音され、発音記号の下に記載しているように音節数は 10 音節となる。 
  そしてこの詩をフォーレが曲にした楽譜も同じように paysage の単語末の無音の e を発音する









39 杉山、前掲書、73 ⾴。 
40 ⺟⾳または無⾳の h で始まる語の前で語末⺟⾳の a, e, i が脱落する現象。例：le＋ami→lʻami 
41 Paul Verlaine, Oeuvres poétiques complètes (Paris, Gallimard,1938), p.83. 
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［vɔ trâ mɛ tœ̃ pɛ-i-zaʒ ʃwa-zi］ 
                                1  2  3  4  5 6  7  8  9 
  
 
となり、paysage の単語末の “e” は発音せず、“e” の前の子音“g”は一つ前の音節の終わりに組
み込まれ［pɛ-i-zaʒ］となる。そして音節数は伝統的なフランス歌曲より 1 音節減った９音節とな
る。 





 そしてラヴェルの作曲も全てではないが単語末の無音の e を発音しないように記譜されている。
（譜例 25） 
 




 下線部 riches は楽譜上の音符が１音符であるためそれぞれ［riʃ］と１音節で発音される。もし
これが韻文や一般的なフランス歌曲であれば、音符は二つで［ri-ʃə］と２音節で発音することに
なる。 
 このように《博物誌》では多くの場合で単語末の無音の e を発音しない散文のリズムに沿って
記譜されているのである。 
 また単語末以外の無音の e については、 “e”からなる１音節の単語は基本的には“e”を発音する
が、発音しない二つの例外がある。〈白鳥〉の終わりの一文 Mais qu’est-ce que je dis ? である。譜
例 26 のように qu’est-ce と que je にそれぞれ１音符が与えられており、編みかけで示した ce と je
















譜例27〈孔雀〉               譜例28〈こおろぎ〉 
  
 
 しかし全ての語末の “e” が発音されないわけではなく、伝統的なフランス歌曲と同じく単語末










 下線部 temple の “tem”と“ple”の間にアンダーバー“_”が引かれているため［tã-plə］と２音












譜例 30 〈こおろぎ〉 
 




 楽譜上で無音の e を発音するように記譜されている音節、発音するように記譜されていない音
節をそれぞれ巻末資料③のテキスト原文上に示した。発音する音節の下部に [ə]、発音しない音節
の下部に [-] と記述している。  
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（1867～1950）、ダンディ Vincent D’Indy（1851-1931）、シャルパンティエ Gustave Charpentier 
（1860~1956）、アーン Reynalde Hahn（1875~1947）が時折、装飾音を用いて無音のeのわずかな




46 James Alexander Hurd, “From a peacock to apocope: An examination of Maurice Ravel's text setting in the Histoires 
naturelles, L'heure espagnole and other pre-WWI vocal works” D.M.A. treatise, University of Cincinnati, University 
Microfilms International（2006） 
47 Ibid.,p. 26~p. 27. 










49 Michel Gribenski, “Chanter comme des personnes naturelles, Apocope de l’e caduc et synérèse chez Debussy et 
quelques-uns de ses contemporains,” in Cahiers Debussy n°31 (2007), p. 10. 
50 Hurd, op.cit.,p. 30, p. 34. 
























52 Michel Dimitri Calvocoressi, “Le vers, le prose.” in Le Guide mugical, n°50 (1904), P. 795-800. 
53 Hurd, op.cit.,p.22.    
54 Ibid.,p.49. 
              各曲の該当個数 
１. 孔雀 ２. こおろぎ ３. 白鳥 ４. かわせみ ５. ほろほろ鳥 







 次に同じく e を発音するがこちらはスラーを使用する記譜法である。以下の譜例 33 の下線部も









55 本論文 73 ⾴参照。該当頁ではスラーではなくタイと記述しているが、これは参照元の Hurd の論文でタイと記
述されていたからである。本論文では、２音符で扱われていると判断しスラーと解釈する。 
              各曲の該当個数 
１. 孔雀 ２. こおろぎ ３. 白鳥 ４. かわせみ ５. ほろほろ鳥 
２ ２ ４ なし １ 
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律線を作り上げる必要がある。譜例 31 よりも流動的なフレーズにすることが望ましい。 
同じ発音される[ə]でも譜例 31 と譜例 33 では演奏法が違うのである。 
 
③ ⼀つの⾳符を⽤いた発⾳しない記譜法    











              各曲の該当個数 
１. 孔雀 ２. こおろぎ ３. 白鳥 ４. かわせみ ５. ほろほろ鳥 
12 14 10 ７ 34 
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④ 二つ以上の音符とタイを用いたほんの⼀瞬発音する記譜法 












譜例 36〈孔雀〉          譜例 37〈こおろぎ〉 
     
              各曲の該当個数 
１. 孔雀 ２. こおろぎ ３. 白鳥 ４. かわせみ ５. ほろほろ鳥 












 また同じ子音が連続するときもこの記譜法が使われている。無音の e の省略はほとんど単語末
で行われているが、そうすることによって多くの場合単語の発音は子音で終わり、続く単語も子
音で始まる。その場合子音と子音が続けて発音されることになる。 




 しかし、もしこの譜例 38の regardeの最後の“e”が省略されれば、この単語は[d]の子音で終わる。







 このように同じ子音が続く場合の多くがタイを用いた記譜となっているが、タイを用いず “e” 
を発音しない個所もあり、規則的なものではない。速いテンポの場合、連続する同じ子音はほと
んど一つに発音される場合などもありタイを用いていないとも考えられる。 
 また文末にこの記譜法が用いられている事が多い。（譜例 39、40） 
 
譜例 39〈孔雀〉           譜例 40〈こおろぎ〉 












              各曲の該当個数 
１. 孔雀 ２. こおろぎ ３. 白鳥 ４. かわせみ ５. ほろほろ鳥 
３ なし なし なし １ 
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譜例 41〈孔雀〉       譜例 42〈孔雀〉            譜例 43〈孔雀〉 


















⑥ “e” の直前が⺟⾳で発⾳しない記譜法 
 
















56 Robert Gartside, Interpreting the songs of Maurice Ravel (New York : Leyerle Publication, 1992), p.63. 
              各曲の該当個数 
１. Le Paon ２. Le Grillon ３. Le Cygne ４. Le Martin-Pêcheur ５. La Pintade 
8 ４ １ ２ ５ 
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録音（伴奏はバトリ本人）であるため、この主張には一理あるが、筆者としてはこの箇所は単語
末の “e” を発音することが表現にもつながると考えるため57、発音する可能性も提案したい。 













 この論文では《博物誌》の楽譜について初版である Maurice Ravel, Histoires naturelles. Paris : 
Durand,1906. を参照しており、《博物誌》の楽譜はこの版以後改訂はされていない。無音の“e”の
記譜について、この楽譜とラヴェルの手稿（テキサス大学オースティン校、ハリー・ランソンセ










    
 
 時折、譜例 47 の下線のように aig_ret_te と分けるべき音節の間にアンダーバー “_” が引かれて
いないことがあるが、これは十分にスペースがないからと考えられる。しかし譜例 46 の場合、ア













稿の該当部分にはスラーは見られなかった。また、第３曲目の半ば、retire という言葉の tire の音は
譜例 49 のように、四分音符一つで e の発音を省略している。しかし手稿ではスラーでつながれた
八分音符２つを用い、「ti_re」というように２音節で記譜されている。 
 
譜例 48〈孔雀〉   譜例 49〈白鳥〉 
          
 初版と手稿どちらが正しいのか判断することは難しいが、この二点については、この論文では
初版を元に無音の e の分類を行なった。 
また Little は手稿の研究で、無音の e で終わる２音節の単語にあてがわれた二つの音符を一つの
音符に修正した形跡が５曲すべてにおいて見られると述べており58、ラヴェルは最後まで記譜を
 
58 Elden Stuart Little, “Discrepancies and consistencies among autograph manuscripts and Durand editions 








第３節 ラヴェルのその他の作品における「無音の e」の記譜法の傾向  
 













譜例50《愛に殉じた女王のバラード》     譜例51《愛に殉じた女王のバラード》 





















































  そして、単語末の“e” の直前が母音の場合（fiancée, complie など）、伝統的なフランス歌曲であれば
１音符が与えられ “e” を発音することが多いが、ラヴェルの場合すべての独唱曲を通して、散文、韻
文に関わらずほぼ全てで発音されない。つまり「⑥“e” の直前が母音で発音しない記譜法」である。 
 ラヴェルによるこのような単語末の “e” の直前が母音の場合の扱いは、日常語でもこの場合 
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巻末資料 1 ラヴェル全独唱作品の詩の形式、曲の形式一覧表 
 
 
曲名 作曲年 作詩 詩の形式 曲の形式 
韻文 散文 有節形式 通作形式 
Ballade de la reine morte d'aimer 1893 Roland de Marès ︎◯  ◯  
Un grand sommeil noir 1895 Paul Verlaine ◯   ◯ 
Sainte 1896 Stéphane Mallarmé ◯   ◯ 
Chanson de rouet 1898 Leconte de Lisle ◯  ◯  
Si Morne! 1898 Émile Verhaeren  ◯   ◯ 
《Deux Épigrammes de Clément Marot》 
１. D'Anne qui me jecta de la neige 
1896 Clément Marot 
 
◯   ◯ 
２. D'Anne jouant l'espinette 1899 Clément Marot 
 
◯   ◯ 
Manteau des fleurs 1903 paul Gravollet   ◯  ◯ 
《Shéhérazade》 
１. Asie 
1903 Tristan Klingsor   ◯  ◯ 
２. Flûte enchantée 1903 Tristan Klingsor   ◯  ◯ 
３. L'Indifférent 1903 Tristan Klingsor   ◯  ◯ 
Noël des jouets 1905 Maurice Ravel ◯   ◯ 
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   韻文 散文 有節形式 通作形式 
《Cinq mélodies populaires grecques》 




 ◯ ◯  
２. Là-bas, vers l'église 1905~06 ギリシャ民謡 
（Michel-Dimitri 
Calvocoressi 訳） 
 ◯ ◯  
３. Quel galant m'est comparable 1904 ギリシャ民謡 
（Michel-Dimitri 
Calvocoressi 訳） 
 ◯ ◯  





 ◯ ◯  
５. Tout gai! 1905~06 ギリシャ民謡 
（Michel-Dimitri 
Calvocoressi 訳） 
 ◯ ◯  
《Histoires nturelles》 
１. Le Paon 
1906 Jules Renard  ◯  ◯ 
２. Le Grillon 1906 Jules Renard  
 
 ◯  ◯ 
３. Le Cygne 1906 Jules Renard 
 
 ◯  ◯ 
４. Le Martin-Pêcheur 1906 Jules Renard  
 
 ◯  ◯ 
５. La Pintade 1906 Jules Renard   ◯  ◯ 
Les grands Vents venus d'outre-mer 1906 Henri de Régnier  
 
△    ◯ 
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   韻文 散文 有節形式 通作形式 
Sur l'herbe 1907 Paul Verlaine  ◯   ◯ 
Vocalise-étude en forme de habanera 1907      
















 ◯  
２. Chanson française 1910  フランス民謡 （リ
ムーザン語） 
△   ◯ 
３. Chanson italienne 1910 イタリア民謡 （イ
タリア語） 
△  ◯  
４. Chanson hébraïque 1910 ヘブライ民謡 （イ
ディッシュ語） 
△  ◯  
５. Chanson écossaise 1909 Robert Burns（英語） 
 
△  ◯  
《Trois poèmes de Stéphane Mallarmé》 
１. Soupir 
1913 Stéphane Mallarmé 
 
◯   ◯ 
２. Placet futile 1913 Stéphane Mallarmé 
   
◯   ◯ 
３. Surgi de la croupe et du bond 1913 Stéphane Mallarmé ◯   ◯ 




 ◯  ◯ 
 101 
   韻文 散文 有節形式 通作形式 
２. L'énigme éternell 1914 ヘブライ民謡（イデ
ィッシュ語） 
△  ◯  
《Trois chansons》 
１. Nicolette 
1914~15 Maurice Ravel ◯ 
 
  ◯ 
２.Trois beaux oiseaux du paradis 1914~15 Maurice Ravel △    ◯ 
３. Ronde 1914~15 Maurice Ravel  ◯ ◯  
Ronsard à son âme 1924 Pierre de Ronsard ◯   ◯ 
《Chansons madécasses》 
１. Nahandove 
1925~26 Évariste de Parny   ◯ 
 
 ◯ 
２. Aoua 1925~26 Évariste de Parny  ◯  ◯ 
３. Il est doux 1925~26 Évariste de Parny   ◯  ◯ 
Rêves 1927 Léon-Paul Fargue  ◯   ◯ 
《Don quichotte à Dulcinée》 
１. Chanson romanesque 
1932~33 Paul Morand 
 
◯   ◯ 
２. Chanson épique 1932~33 Paul Morand ◯   ◯ 
















⑥ “e” の直前が母音で発音しない記譜法 
 















Ballade de la reine morte d'aimer  1893  ６   １     
Un grand sommeil noir  1895        １   
Sainte  1896   １   ２   ２  
Chanson de rouet  1898          ２ 
Si Morne!  1898            
《Deux Épigrammes de Clément 
Marot》  
１. D'Anne qui me jecta de la neige  
1896       
２. D'Anne jouant l'espinette  1899  ２         
 103 















Manteau des fleurs  1903          ２ 
《Shéhérazade》  
１. Asie  
1903  17 ２ 
 
３   
  
11 
２. Flûte enchantée    ４ ２     ６ 
３. L'Indifférent    11  １（装飾音60）   １ 
Noël des jouets  1905          １  
《Cinq mélodies populaires grecques》  
１. Chanson de la mariée  
1905~06       
２. Là-bas, vers l'église  1905~06            
３. Quel galant m'est comparable  1904            
４. Chanson des cueilleuses de 
lentisques  
1904          ２ 
５. Tout gai!  1905~06       
《Histoires nturelles》  
１. Le Paon  
1906  ２  14 20 ３ ８ 
２. Le Grillon  1906  ２  16 13   ４  
３. Le Cygne  1906  ４ 14 10   １  
４. Le Martin-Pêcheur  1906    ５ ５    ２  
５. La Pintade  1906  ２ 37 13 ２  ５  




















Sur l'herbe  1907  ８ ２      
Vocalise-étude en forme de habanera  1907       
Tripatos  1909          １ 
《Chants populaires》  
１. Chanson espagnole  
1910    １ 
  
  １  
  
  
２. Chanson française  1910            
３. Chanson italienne  1910          １ 
４. Chanson hébraïque  1910          ４  
５. Chanson écossaise  1909            
《Trois poèmes de Stéphane Mallarmé》  
１. Soupir  
1913  ３  1     ２ 
２. Placet futile  1913  ３         
３. Surgi de la croupe et du bond  1913          ２ 
《Deux mélodies hébraïques》  
１. Kaddisch  
1914          ２  
２. L'énigme éternell  1914            
《Trois chansons》  
１. Nicolette  
1914~15          ３ 
２. Trois beaux oiseaux du paradis  1914~15 ２         
３. Ronde  1914~15         ２ 
Ronsard à son âme  1924  ６         
《Chansons madécasses》  
１. Nahandove  
1925~26          ２  
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２. Aoua  1925~26         ︎１ 
３. Il est doux  1925~26           
Rêves  1927            
《Don quichotte à Dulcinée》  
１. Chanson romanesque  
1932~33            
２. Chanson épique  1932~33   １       





 楽譜上での無音の e を発音する音節の下部に[ə]、発音しない音節の下部に[-]と記述している。また
第３章１節での発音の方法の分類を色分けし示した。ただし、単語の第１音節目に配置された “e” は
ほぼ全て発音されているので示さない。例外はその都度脚注で説明する。 
赤   一般的な、発音する記譜法 
                         
桃      同じ音二つをスラーとアンダーバー“_”を使用し軽く発音する記譜法 
                    
黄緑    一つの音符を用いた発音しない記譜法 
                     
黄      二つ以上の音符とタイを用いたほんの一瞬発音する記譜法 
                     
水色    高低差のある二つの音符とスラーを用いた発音しない記譜法 
                     
青      “e” の直前が母音で発音しない記譜法 




















































     
Il va sûrement se marier aujourd’hui. 
   [-] 
     
 Ce devait être pour hier. En habit de gala, il était prêt. Il n’attendait que sa fiancée. Elle n’est pas venue.  
       [-]                                                  [-]  [-]       [-]      
 
Elle ne peut tarder. 
  [-] 
 
 Glorieux, il se promène avec une allure de prince indien et porte sur lui les riches présents d’usage.  
                               [-]                  [-]          [-]             [-] 
 
L’amour avive l’éclat de ses couleurs et son aigrette tremble comme une lyre. 
          [-]                            [ə]    [-]       [ə]  [-] 
 
 La fiancée n’arrive pas. 
        [-]    [-] 
 
 Il monte au haut du toit et regarde du côté du soleil. Il jette son cri diabolique : 
                           [-]                  [-]             [-] 
 
 Léon ! Léon ! 
 
 
 C’est ainsi qu’il appelle sa fiancée. Il ne voit rien venir et personne ne répond. Les volailles habituées ne  
                   [-]      [-]                        [-]                  [-]     [-]                                           
 
lèvent même point la tête. Elles sont lasses de l’admirer. Il redescend dans la cour, si sûr d’être beau qu’il  
   [-]    [-]        [-]  [-]       [-]                                        [-] 
 
est incapable de rancune. 
        [-]        [-] 
 
 Son mariage sera pour demain. 
         [-] 
 
 Et, ne sachant que faire du reste de la journée, il se dirige vers le perron. Il gravit les marches, comme des  
                  [-]     [-]         [-]       [-]                           [-]   [-] 
 
marches de temple, d’un pas officiel. 
     [-]      [ə] 
 
 Il relève sa robe à queue toute lourde des yeux qui n’ont pu se détacher d’elle. 
      [ə]           [-]  [-]    [-]                              [-] 
 
 Il répète encore une fois la cérémonie. 











































































C’est l’heure où, las d’errer, l’insecte nègre revient de promenade et répare avec soin le désordre  
          [-]                 [ə]   [ə]            [ə]                          [-]      
 
de son domaine. 
        [-] 
 
 D’abord il ratisse ses étroites allées de sable. 
             [-]       [-]   [-]      [-] 
 
 Il fait du bran de scie qu’il écarte au seuil de sa retraite. 
                 [-]                        [-] 
  
Il lime la racine de cette grande herbe propre à le harceler. 
    [-]    [-]      [-]        [-]         [ə] 
 
 Il se repose. 
         [-] 
 
 Puis il remonte sa minuscule montre.  
            [-]        [-]    [ə] 
 
 A-t-il fini ? Est-elle cassée ? Il se repose encore un peu. 
               [-]    [-]         
 
 Il rentre chez lui et ferme sa porte. 
      [ə]          [-]     [-] 
 
 Longtemps il tourne sa cléf dans la serrure délicate. 
               [ə]               [-]     [-] 
 
 Et il écoute : 
         [-] 
 
 Point d’alarme dehors. 
           [ə][ə] 
 
 Mais il ne se trouve pas en sûreté.  
               [-]       [-] 
 
 Et comme par une chaînette dont la poulie grince, il descend jusqu’au fond de la terre. 
       [-]     [-]      [-]         [-]    [-]                           [-] 
 
 On n’entend plus rien. 
 
 Dans la campagne muette, les peupliers se dressent comme des doigts en l’air et désignent  
              [-]    [-]                  [ə]    [ə]                   [ə]   
la lune. 

























61 ce と je は⼀⾳節の単語であるが、ここでは“e”を発⾳していない。詳しくは本論⽂ 70 ⾴参照。 












































 Il glisse sur le bassin, comme un traîneau blanc, de nuage en nuage. Car il n’a faim que des nuages  
     [ə]                                              [-]                       [-] 
    
floconneux qu’il voit naître, bouger, et se perdre dans l’eau. 
                     [-]             [ə] 
 
C’est l’un d’eux qu’il désire. Il le vise du bec, et il plonge tout à coup son col vêtu de neige. 
               [ə]      [ə]             [-]                         [ə] 
 
 Puis, tel un bras de femme sort d’une manche, il retire. 
                    [-]       [-]    [-]      [-] 
 Il n’a rien. 
 
 Il regarde : les nuages effarouchés ont disparu. 
       [-]            
 
 Il ne reste qu’un instant désabusé, car les nuages tardent peu à revenir, et, là-bas, où meurent les  
       [ə]                            [ə]    [ə]       [ə]                  [-] 
 
ondulations de l’eau, en voici un qui se reforme. 
                                    [-]    
 
 Doucement, sur son léger coussin de plumes, le cygne rame et s’approche… 
     [ə]                            [-]     [ə]             [-] 
 
 Il s’épuise à pêcher de vains reflets, et peut-être qu’il mourra, victime de cette illusion, avant d’attraper  
                                     [-]                [-] 
 
un seul morceau de nuage. 
                   [-] 
 
 Mais qu’est-ce que je dis61 ? 
            [-]   [-] 
 
 Chaque fois qu’il plonge, il fouille du bec la vase nourrissante et ramène un ver. 
     [-]                    [ə]          [-]         
 
 Il engraisse comme une oie. 










































 Ça n’a pas mordu, ce soir, mais je rapporte une rare émotion. 
                                     [-] 
 
 Comme je tenais ma perche de ligne tendue, un martin-pêcheur est venu s’y poser. 
      [-]             [-]     [-]     [-]             
 
 Nous n’avons pas d’oiseau plus éclatant. 
 
 Il semblait une grosse fleur bleue au bout d’une longue tige. La perche pliait sous le poids. Je ne  
           [ə]    [-]       [-]         [ə]    [-]  [-]      [-]           
 
respirais plus, tout fier d’être pris pour un arbre par un martin-pêcheur. 
                     [-]             [-] 
 
 Et je suis sûr qu’il ne s’est pas envolé de peur, mais qu’il a cru qu’il ne faisait que passer d’une branche  
                                                                           [-]                                                                                                                                                                                                                                                          
 
à une autre. 


































































 C’est la bossue de ma cour. Elle ne rêve que plaies à cause de sa bosse. 
            [-]           [-]    [-]       [-]    [-]        [-] 
 
 Les poules ne lui disent rien : brusquement, elle se précipite et les harcèle. 
        [-]       [-]          [ə]      [-]                   [-] 
 
 Puis elle baisse sa tête, penche le corps, et, de toute la vitesse de ses pattes maigres, elle court frapper,  
      [-]    [-]    [-]    [-]               [ə]     [-]        [ə]     [-]  [-] 
 
de son bec dur, juste au centre de la roue d’une dinde. 
                       [-]      [-]   [ə]   [-] 
 
 Cette poseuse l’agaçait. 
    [-]    [-] 
 
 Ainsi, la tête bleuie, ses barbillons à vif, cocardière, elle rage du matin au soir. Elle se bat sans motif,  
         [ə]    [ə]                       [-]  [ə]  [ə]               [-] 
 
peut être parce qu’elle s’imagine toujours qu’on se moque de sa taille, de son crâne chauve et de sa  
     [-]   [-]    [-]      [-]                   [-]       [-]         [ə]    [ə]        
 
queue basse. 
       [-] 
 
 Et elle ne cesse de jeter un cri discordant qui perce l’air comme une pointe. 
     [-]     [-]                          [ə]           [-]    [-] 
 
 Parfois elle quitte la cour et disparaît. Elle laisse aux volailles pacifiques un moment de répit. Mais elle  
         [-]   [ə]                 [-]             [-]      [-]                        [ə] 
 
revient plus turbulente et plus criarde. Et, frénétique, elle se vautre par terre. 
                            [ə]         [-]   [-]     [-]      [-] 
 
 Qu’a-t-elle donc ? 
        [-] 
 
 La sournoise fait une farce. 
          [-]    [-]   [-] 
 
 Elle est allée pondre son œuf à la campagne. 
          [-]    [-]                 [-] 
 
 Je peux le chercher si ça m’amuse. 
                           [-] 
 
 Et, elle se roule dans la poussière, comme une bossue. 
     [-]     [-]            [-]         [-]    [-] 
 
 116 
〈訳〉 
ほろほろ鳥 
 これはうちの庭のせむし女である。自分のコブのせいで喧嘩っ早い。 
 雌鶏たちは何にも言わない。なのに、彼女は突然飛びかかり、追い回す。 
 彼女は頭を下げ、体を斜めにし、そしてその貧相な足が出し得る限りの速さで一羽の七面鳥が尾
羽を広げたど真ん中めがけて走り、硬いくちばしでつつく。 
 この気取り屋が気に食わないのだ。 
 このように好戦的な彼女は顔を青くし、垂れ下がった肉をむき出しにし、朝から晩まで怒り狂って
いる。きっと自分の体や、禿げた頭や、低い尻尾をバカにされていると思い込んでいるから、訳もな
く争うのだ。 
 そして、彼女は絶えず空気を鋭く突き刺すような調子外れの声を上げる。 
 時折彼女は庭から離れ姿を消す。他の家禽たちに束の間の平穏が訪れる。しかし彼女はより騒がし
く、より耳障りな声をあげ舞い戻る。そして、発狂したように地面を転げ回る。 
 彼女に何があったのか？ 
 このずる賢い女は浮気をしていたのだ。 
 野原に卵を産みに行っていたのである。 
 気が向けば私はそれを探しに行くことだってできる。 
 そして彼女は土埃の中をせむしのように転がる。 
 
 
